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要　　旨
　近年、多くの図書館が複合施設内に建設されている。その建築上の形態や複合する施設間の連携状
況はさまざまである。複合施設は図書館にいかなる影響を与えているのか。その実態を調査し、今後
の図書館経営について検討することは避けて通れない課題である。こうした考えに基づき、2018年10
月1日から同月30日まで、複合施設内で塩尻市立図書館本館に隣接する塩尻市子育て支援センターに
おいて、利用者アンケートにより図書館に対する意識調査を行った。その結果、複合施設の利点を生
かした相乗効果による図書館利用が行われ、高い評価が存在していることが明らかになった。
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Ⅰ．はじめに

1．背景と目的

　「図書館は単独施設であることが望ましい」1）と

する見解は、多くの図書館関係者が共有する図書

館施設の在り方であろうと考えられる。しかし近

年において、全国で新築される公共図書館の半数

以上が複合施設である。例えば、2006年度から

2015年度までの10年間に新築された図書館220館

では、その74.3％を複合施設が占めている2）。

　理由として、施設の複合化がもたらす建築工事

費および維持管理費の節減は、自治体経営にとっ

て大きな動機となることがあげられる。さらに、

図書館建設への補助金が1998年度で廃止された結

果、他の施設とともに総合的に計画される市街地

再開発事業等の補助制度の活用が行われるように

なったことも複合化を加速していると考えられる。

これに加えて、2014年から全国的に始まった公共

施設等総合管理計画策定3）に伴い、公共施設の統

合計画も進められている。

　また、図書館自身のサービス形態としても、課

題解決型図書館や交流の場、サードプレイス、地

域活性化など、静かな読書の場としての施設以上

の役割が図書館に求められるようになってきてい

る4）、5）。このために、図書館が図書館以外の組織

や機関と連携し、あるいはそれによる相乗効果を

発揮することが期待されるようになってきた。こ

のことが、施設の複合化を進める追い風になって

いることも考えられる。

　こうした背景から考えると、今後も図書館が複

合施設内に建設される傾向は続くと考えられる。

図書館が複合施設内に所在することは、図書館に

何をもたらしているのか。周囲にどのような影響

を発生させているのか。あるいは、周囲からどの

ような影響を受けているのか。その状況を分析し、

今後の図書館運営や図書館サービスの在り方を考

えていくことは、重要な意味を持つ。

　図書館と複合する施設との関わりを考えるには、

大きく分けて当該施設の管理運営者側と、利用者

側の二面性をもって検討することが必要と考えら

れる。両者は、相互に影響し合いながら、同時に

図書館とも関係し合いながら、図書館との複合関

係に対する評価となり、是非論ともなりうる。図

書館側ばかりが、単独が望ましいと考えているわ

けではないことは容易に想像できることだからで

ある。

　こうしたことを背景として意識しつつ、本研究

は、図書館と複合する施設とが、相互にどのよう

な影響を及ぼし合っているかを検討する端緒とし

て行うものである。特に今回の調査は、複合施設

による相乗効果を積極的に生み出そうと考えてい

る施設の実体を調査することに主眼を置いた。そ

のため、複合施設内で図書館に隣接する施設のな

かで、壁によって物理的に隔てられ、別々に運営

されているのではなく、空間を共有して目や耳で

相互に意識し合える位置関係にある施設を選定し、

その利用者を対象に、図書館の利用動向や意識調

査を行うこととした。

Ⅱ．調査対象と方法
　調査は、長野県塩尻市の大門地区に所在する「塩

尻市市民交流センター」内の「塩尻市子育て支援

センター」で行った。

1.調査施設の概要

　塩尻市市民交流センター（以下、「えんぱーく」）

は、2010年7月に開館した複合施設である。建設

事業は、市街地再開発事業の一環として行われた6）。

図書館、子育て支援センター、市民交流エリアか

らなる公共施設部分が約9割を占め、残り約1割に

民間の事務所等が入居している。

　 建物全体 で、 敷地面積4,937.45 ㎡、 延床面積

11,901.64㎡、地上5階、地下1階の規模を持つ7）。
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図書館は、塩尻市立図書館の本館（中央館）が所在

し、蔵書約395千冊8）を所蔵する。えんぱーくの1

階と2階の約半分が、図書館の開架エリアで、地

下にバックヤードと閉架書庫を持つ。図書館部分

の面積は、3,286㎡7）ある。

　塩尻市は、2008年5月、約2年をかけて「塩尻市

市民交流センター運営管理方針」を策定し、公表

している。ここにおいて、えんぱーくの基本コン

セプトを「知恵の交流を通じた人づくりの場」と

定めている9）。そして、その実現のためにさまざ

まな施設の機能が、「単に集合しているだけの施

設では、期待される機能を発揮することはできな

い」とし、「諸機能が有機的に連携する『融合施設』

を目指す」とした10）。

　えんぱーくが、そこに複合する諸施設が単に同

居するだけの施設にならないことを目指して建築

され、運営されていることは、本調査の基盤とな

る当該施設の性格付けのために言及しておく必要

がある。

2．子育て支援センターの役割

　子育て支援センターは、1995年4月の厚生労働

省（当時 厚生省）通達「特別保育事業の実施につい

て」11）により、地方自治法第244条の2第1項の規定

に基づいて定められた施設である。通達に記され

た事業の趣旨を次に掲げる。

　地域子育て支援センター事業は、子育て家庭

の支援活動の企画、調整、実施を担当する職員

を配置し、子育て家庭等に対する育児不安等に

ついての相談指導および子育てサークル等への

支援並びに地域の保育ニーズに応じ、地域の各

保育所等の間で連携を図り、特別保育事業を積

極的に実施するなど、地域全体で子育てを支援

する基盤を形成することにより育児支援を図る

ことを目的とする。

　入園前の子育てを支援する施設であり、来館す

る利用者は基本的に、0歳から3歳までの乳幼児と

その保護者（両親または祖父母）ということになる。

　塩尻市では、本アンケート調査時において、塩

尻市大門地区に所在する「塩尻市子育て支援セン

ター」と、塩尻市吉田地区に所在する「塩尻市北

部子育て支援センター」注1の2ヶ所を設置、運営し

ている12）。今回の調査は、前者の「塩尻市子育て

支援センター（以下、「支援センター」）」で行った。

3．支援センターの概要

　支援センターは、1999年、塩尻市高出地区に新

築開園した「塩尻市立日の出保育園」に併設して

開設された。その後、2010年7月、えんぱーく内

の1施設として移転新築され現在に至っている。

　施設面積は190.85㎡注2。プレイルーム、事務ス

ペース、授乳室、子ども用トイレが主な施設で

ある。えんぱーく1階に所在し、図書館児童コー

ナーに隣接している（図1）。図書館のBDS（Book 

Detection System）による図書館資料管理システ

ム区域内に所在しており、このことからみれば、

図書館の中に所在するとも言い得る。このほかに、

1階に保護者からの相談に対応するための相談室

と、2階に託児やイベント、交流事業などに支援

センターが優先的に使える部屋を1室確保している。

　図書館児童コーナーのカウンターと、支援セン

ターのカウンターは並んで設置され、図書館職員

と支援センター職員は、同一空間でカウンター内

業務を行っている。子ども達が遊ぶプレイルーム

と図書館はガラスによって仕切られているが、開

館している間、ドアは開けられたまま運営され、

利用者は自由に出入りをしている。

　支援センターの利用者は、図書館児童コーナー

のカウンターと閲覧席、書架の前を通って入室す

ることになる。施設間を壁で物理的に仕切った形

の複合施設に比して、両者間が可視化され、動線

も交差するという、両施設の連携を意識した施設
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配置になっている。

　支援センター職員の職種構成は、アンケートを

実施した2018年10月1日現在において、事務職1名、

保育士6名の、計7名が配置されている。

　子ども達が遊んだり親同士が交流したりできる

プレイルームの利用時間は、午前9時から正午ま

でと午後1時から4時までで、子育てに関する相談

業務はこの時間にしばられない。休館日は、図書

館と同じく水曜日となっている13）。

　図書館の利用登録カードと支援センターの入館

カードは共通となっている。諸機能が有機的に連

携する「機能融合」を目指す10）とするえんぱーく

の運営方針に沿った取り扱いである。塩尻市立図

書館は、利用登録における居住要件を、旧図書館

が所在した塩尻総合文化センターの利用者範囲を

継続させている。それは、塩尻市が所属する松本

広域連合の範囲のほか、諏訪、木曽、上伊那、大

北の各広域連合注3圏内に住所を所有する住民の利

用を可能にしている14）。このため、支援センター

の利用者も塩尻市域を超えた広範囲に及ぶ。

　支援センターの利用には、最初に利用者登録が

必要だが、以降の利用時には住所に関する確認は

行われていない。今回の調査においても住所地に

関する把握はされていない。

4．調査対象と方法

　2018年10月1日から同月31日までにおいて、支

援センターが開館した日は、延25日あった。この

間に支援センターを利用するために訪れた人に対

図1．えんぱーく1階平面図


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

図書館児童コーナー

子育て支援センター
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して、受付カウンターで個別にアンケートの依頼

を行った。

　調査作業は、支援センターの協力により行われ

た。来館した利用者（保護者）に対して、支援セン

ター職員が個別にアンケート用紙への回答記入を

依頼し、支援センター滞在中に記入した用紙を回

収した。

　乳幼児を連れての来館であり、回答者の負担を

軽減するために、質問数を絞るとともに選択質問

を中心にした。

　結果的に、163名からの回答が得られた。アンケー

ト調査実施期間中における、子どもを含む延べ利

用者数は、1,438人であった。2018年度における

支援センター利用者総数は、16,030人である注4。

5．調査内容

　アンケート内容は、以下の問1から問10までに

よって行った（資料1）。

　問1　回答者の属性として、性別と年齢を尋ねた。

年齢については、10代、20代、30代、40代、50代、

60代以上の6区分の選択で設定した。

　問2　回答者が支援センターの利用を始めてか

らの経過年月について、①3ヶ月以内、②6ヶ月以

内、③1年以内、④1年以上の4択を設定した。

　問3　支援センターの利用頻度について、①1週

間に1回以上、②1月に1回以上、③年に数回程度

の3択を設定した。

　問4　隣接する図書館の利用について、①1週間

に1回以上、②1月に1回以上、③数ヶ月に1回程度、

④利用していない、の4択を設定した。

　以下、問5から問9までは、問4で図書館を使う

と回答（①～③を選択）した人を対象にした設問と

なっている。

　問5　親子の図書館利用場所について、①児童

コーナーの利用がほとんど、②児童コーナーが多

く、一般コーナーも使う、③一般コーナーの利用

がほとんど、④一般コーナーの利用が多く、児童

コーナーも使う、⑤両コーナーを使う、の5択を

設定した。

　問6　図書館の利用内容について、①閲覧、②

貸出、③イベント参加、④チラシ入手等、⑤その

他（自由記述）の5択を設定し、複数回答を可とした。

　問7　図書館が現在のように隣接していない場

合を仮定して、①図書館は利用していない、②他

の図書館を利用するが利用頻度は今より低い、③

他の図書館を同じように使っている、の3択を設

定した。

　問8　図書館が隣接していることについて、①

抵抗感がある、②最初戸惑ったが、今は良いと思っ

ている、③子どもにとって良い配置の施設だと思

う、の3択を設定するとともに、当質問に関する

自由記述欄を設けた。

　問9　隣接する図書館への期待や要望について

自由記述欄を設けた。

　問10　問4で、④図書館を使っていないと回答

した人を対象に、図書館に何があれば利用すると

考えるかについて自由記述欄を設けた。

Ⅲ．調査結果

1．回答者の属性（問1）

　問1では、回答者について性別および年齢を尋

ねた（表1）。

　回答者163名の性別は、男性15名、女性147名、

不明（未回答）1名であった。

　年齢構成は、10代0名、20代41名（25.2％）、30

代100名（61.3％）、40代14名（8.6％）、50代0名（0％）、

60代以上8名（4.9％）であった。60代以上は祖父母

世代と推定される。

2．支援センターの利用期間（問2）

　問2では、支援センターの利用を始めてからの

経過期間を尋ねた（表2）。



複合施設における子育て支援センター利用者の図書館利用と意識調査

110

3ヶ月以内の利用者が44名（27.0％）、3ヶ月から6ヶ

月以内の利用者が23名（14.1％）で、両方を合わせ

た6ヶ月以内の利用者は41.1％を占めた。

　さらに、6ヶ月から1年以内が37名（22.7％）、1

年以上の利用者は59名（36.2％）であった。

3．支援センターの利用頻度（問3）

　問3では、支援センターの利用頻度を尋ねた（表3）。

　1週間に1回以上利用する人が61名（37.4％）、1

月に1回以上利用する人が66名（40.5％）で、合計

した毎月1回以上利用する人が77.9％を占めた。

リピーターの多い施設であることがよくわかる。

年に数回程度の利用と回答したのは26名（16.0％）

であった。

　また、設問には初めての来館であるとの答えを

用意しなかったが、7名からその旨の回答があった。

選択肢が無いため欄外へ記載されていた。同じく

初来館であっても、今後の利用を想定して選択肢

から答えた回答者がなかったとは言えないことか

ら、163名中、少なくとも7名（4.3％）が初来館であっ

たととらえておく。利用期間が長くても3年程度

の施設であり、入れ替わりが頻繁である様子がう

かがわれる。

4．図書館の利用状況（問4）

　問4では、支援センターの利用者が図書館をど

の程度利用しているかを尋ねた（表4）。

　週1回以上利用している人が24名（14.7％）、月1

回以上利用している人が65名（39.9％）、数ヶ月に

1回程度利用している人が47名（28.8％）で、合計

136名（83.4％）が図書館を利用していると回答し

ている。支援センターを毎週または毎月利用する

人が多いことから、図書館利用も毎週および毎月

利用する人が89人（54.6％）と高い数値を示している。

　一方、まったく利用していないと答えた人は、

27名（16.6％）であった。

5．図書館の利用場所（問5）

　問5では、問4で図書館を利用していると回答し

た136名に対して、図書館の利用場所を尋ねた（表5）。

　図書館を、支援センターが隣接する児童コーナー

と、その他の一般コーナーに分けての、大きな枠

組みでの利用場所を問う設問となっている。

　児童コーナーの利用がほとんどとする回答が一

番多く、40名（29.4％）であった。続いて、児童コー

ナーの利用が多いが、一般コーナーもたまに使う

とする回答が多く、39名（28.7％）であり、児童コー

ナーも一般コーナーも同じように使うとする29名

（21.3％）が続く。

　一般コーナーの利用がほとんどであるとする回

答は11名（8.1％）で、一般コーナーの利用が多い

が児童コーナーもたまに使うとする回答は、15名

（11.0％）であった。

　未回答が2名（1.5％）あった。

　児童コーナーを利用している（番号3・6以外の

合計）利用者は125名（91.9％）、一般コーナーを利

用している（番号1・6以外の合計）利用者は96名

（70.6％）となる。

6．図書館の利用内容（問6）

　問6では、図書館を利用している136名に対して、

図書館の利用内容を尋ねた（表6）。回答は複数回

答を可としている。

　本、雑誌、CD、DVD等の図書館資料を見たと

する閲覧サービス利用者は52名（38.2％）、図書館

資料を借りたとする貸出サービス利用者は103名

（75.7％）であった。おはなし会やその他イベント

等の図書館行事への参加は52名（38.2％）、ポスター

やチラシ等による情報収集が35名（25.7％）であった。

　その他の利用が3名（2.2％）あった。記述された

内容は、「資格取得のための勉強」「勉強」「好きな

本を探したいと思って色々ためさせてもらってま

す」である。
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　未回答者は4名（2.9％）であった。問6からアンケー

トが裏面になるが、未回答者のうち3名は、裏面

の記載がまったく無いことから、裏面のアンケー

トに気がつかなかった可能性がある。

7．図書館との複合に関する意識（問7）

　問7では、図書館を利用している136名に対して、

支援センターに図書館が隣接していなかった場合、

図書館の利用がどうなっていたと考えられるかを

尋ねた（表7）。

　隣接しているかいないかに係わらず図書館利用

はしていると回答した利用者は17名（12.5％）であっ

た。

　一方、図書館は利用していないと思うが33名

（24.3％）、利用はするが今ほどの利用はしていな

いと思うが82名（60.3％）であった。計105名（84.6％）

が、図書館と隣接する環境が図書館利用を促進し

ていることを認識している。

　未回答が4名（2.9％）あった。

8．�図書館との複合に対する抵抗感（問
8）

　問8では、図書館を利用している136名に対して、

センターに図書館が隣接していることへの考えを

尋ねた（表8）。

　抵抗感があると回答したのは1名（0.7％）、最初

は戸惑ったが今は良いと考えているとする回答は

5名（3.7％）で、子どもにとって良い配置だとする

回答が127名（93.4％）で大多数を占めた。

　本問ではこの設問に関連しての自由記述欄を設

けている。37名からの記述があった（資料2）。2名

から、「子どもがもう少し大きくなったら、もっ

とたくさん一緒に利用したい」、「子どもが本をや

ぶいたりなめたりしてしまうので、今は借りづらい」

という小さな子ども連れならではの悩みがあり、

1名から「子どものいない利用者さんは子どもの

声にどう思っているのか、うるさくないか不安は

あります」という不安の声が寄せられた（当該回

答の資料文末に※印）。これ以外は全て施設の在

り方に肯定的な感想を寄せている。

　なお、選択肢で、「①静かにしなければならな

いと思い、抵抗感がある」を回答した1名と、記

述で音を出すことへの不安を記述した回答者1名

は別人である。

9．図書館への要望（問9）

　問9では、図書館を利用している136名に対して、

図書館への要望等について自由記述欄を設けた。

34名（25.0％）からの記述があった（資料3）。内容

の類似性からまとめたものを表9に示す。

　34名中、15名（44.1％）が現在の状況に肯定的で

あり、要望も特に出していない（番号1）。図書館

に対して、あるいは支援センターとの関係に対し

て、満足度が高い状況がうかがわれる。

　要望としては、6名（17.6％）がイベントの開催

を希望している（番号2）。

　図書館資料に関する要望も6名（17.6％）からあっ

た。具体的には、「新書コーナーを一つに」、「図

書館で借りる本と支援センター内で見られる本が

一緒になっているといい」という排架に関するも

のと、CD、DVD、IT系の本という具体的な要望

と、本とのふれあいを期待という漠然としたもの

が出されている（番号3）。

　運営に係わる要望として、「小さな子のさわぐ

ことがあっても長い目でみてほしい」、「子どもが

声を出して遊べるフリースペースがあったらうれ

しい」、「一般コーナーの方にも子どもが遊べるコー

ナーがあると大人の本を選びやすい」、「少しの間

子どもを預かって」、「テーブルが埋まっているこ

とが多い」、「臨時休館が多い」、「県外の人でも図

書利用カードが作れたらうれしい」が出ている（番

号4）。
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10．図書館未利用者の意識（問10）

　問10により、問4で図書館を利用していないと

答えた27名に対して、図書館を利用するには何が

必要かを尋ねた。18名からの記述回答があった（資

料4）。

　記述内容を、表10の番号1から5までに分類した。

複数の内容にわたる回答があるため、人数は延べ

人数であり、％は問4において図書館を利用して

いないと回答した27名が分母である。

　27名のうち、28.1％にあたる9名がこれから図

書館を利用すると回答している（番号1）。9名中4

名は初めて来館した利用者である。

　図書館への要望としては8件（番号2・3）があっ

た。資料関係の要望では、DVD、マンガ、育児

書や離乳食の本、音の出る仕掛け絵本、雑誌が挙

げられ計4件あった。場所にかかわる要望として、

自習室および声を出す子どもと一緒に本を読める

場所の設置の2件があり、2名からは本を紹介する

レファレンスサービスへの期待が出されている。

　好意的感想（番号4）は、「初めてきたので、今の

図書館とてもよさそうだなと思いました」、「市外

に引っ越してしまったのですいません。楽しそう

で塩尻市うらやましいです」の2件である。

　4名が子どもを連れての図書館利用への抵抗感

について言及している（番号5）。具体的には、「何

でも口に入れたり、ぐしゃぐしゃにしてしまいそ

うで利用していなかったのですが、子どもが大き

くなったのでこれから利用したい」、「落ち着いた

ら利用させていただきたい」、「館内では静かにし

ていないといけないので、子どもや赤ちゃんを連

れて入りづらい」、「子どもが一緒だとなかなか一

緒に選んだりが難しく自分も自由に見られない」

である。

表1　回答者の年齢構成

番号 区分 人数 ％

1 10代 0 0.0

2 20代 41 25.2

3 30代 100 61.3

4 40代 14 8.6

5 50代 0 0.0

6 60代以上 8 4.9

計 163 100.0

表3　支援センターの利用頻度

表4　図書館の利用状況
表2　支援センターの利用期間

番号 区分 人数 ％

1 3ヶ月以内 44 27.0

2 6ヶ月以内 23 14.1

3 1年以内 37 22.7

4 1年以上 59 36.2

計 163 100.0

番号 区分 人数 ％

1 今回初めて来館 7 4.3

2 1週間に1回以上 61 37.4

3 1月に1回以上 66 40.5

4 年に数回程度 26 16.0

5 不明 3 1.8

計 163 100.0

番号 区分 人数 ％

1 週に1回は利用している 24 14.7

2 月に1回は利用している 65 39.9

3 数ヶ月に1回程度は利用
している 47 28.8

4 まったく利用していない 27 16.6

計 163 100.0
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表5　図書館の利用場所

番号 区分 人数 ％

1 児童コーナーの利用がほ
とんど。 40 29.4

2
児童コーナーの利用が多
いが、一般コーナーもた
まに使う。

39 28.7

3 一般コーナーの利用がほ
とんど。 11 8.1

4
一般コーナーの利用が多
いが、児童コーナーもた
まに使う。

15 11.0

5 児童コーナーも一般コー
ナーも使う。 29 21.3

6 不明 2 1.5
計 136 100.0

表6　図書館の利用内容

表7　図書館との複合に関する意識

表8　図書館との複合に対する抵抗感

表9　図書館への要望

表10　図書館未利用者の意識

番号 区分 人数 ％

1 本、雑誌、CD、DVDな
どを館内で見た。 52 38.2

2 本、雑誌、CD、DVDな
どを借りた。 103 75.7

3
おはなし会や講座など、
図書館のイベントに参加
した。

52 38.2

4 ポスターやチラシを見た
り入手したりした。 35 25.7

5 その他（具体的にどんな
利用でしょうか？） 3 2.2

6 不明 4 2.9
計 249

※人数計は、複数回答による延回答者数
※％は、回答者数136人に対する割合

番号 区分 人数 ％

1 図書館は利用していない
と思う 33 24.3

2
他の図書館を利用してい
ると思うが、利用頻度は
今より低いと思う

82 60.3

3 他の図書館を同じように
使っていると思う 17 12.5

4 不明 4 2.9
計 136 100.0

番号 区分 人数 ％

1 静かにしなければならな
いと思い、抵抗感がある 1 0.7

2 最初戸惑ったが、今は良
いことだと思っている 5 3.7

3 子どもにとって良い配置
の施設だと思っている 127 93.4

4 不明 3 2.2

計 136 100.0

番号 区分 人数 ％

1 現状に満足している 15 44.1

2 イベント要望 6 17.6

3 資料関係の要望 6 17.6

4 運営関係ほか 7 20.6

計 34

※資料3の各文末に本表の分類番号を記した。

番号 区分 人数 ％

1 これから利用する 9 33.3

2 具体的要望 6 22.2

3 レファレンス要望 2 7.4

4 好意的感想 2 7.4

5 抵抗感・遠慮 4 14.8

6 未回答 9 33.3

計 32

※人数計は、複数回答による延回答者数
※％は、回答者数27人に対する割合
※資料4の各文末に本表の分類番号を記した。
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Ⅳ．考察
　図書館に関係する問4以降について、若干の分

析と考察を試みる。

1．図書館の利用状況

　問4において、支援センターに隣接する図書館

の利用状況について尋ねた。結果は、表4のとお

り83.4％が図書館を利用していると回答した。

　塩尻市民全体に対しての同様の調査が無いため、

直接的な比較はできないが、2018年3月31日現在に

おける塩尻市立図書館の利用登録者数30,147人15）

の内、塩尻市民は22,442人となっている注5。これ

により求められる塩尻市立図書館の市民登録率は、

塩尻市の人口67,449人16）に対して33.3％となる。

　支援センター利用者における図書館を利用する

人の割合が、著しく高い数値であることがわかる。

隣接する施設間の相乗効果を図ったえんぱーくの

施設配置が、一定の効果をあげていると考えるこ

とができる。

　一方、こうした環境条件にあっても、16.6％の

図書館未利用者にも注目しておく必要がある。こ

の点については後述する。

2．図書館の利用場所に関する傾向

　問5において、図書館の児童コーナーと一般コー

ナーという、大きな区分けによる利用場所につい

て尋ねた。支援センターと直接隣り合っているの

は児童コーナーであり、それは支援センターとの

相乗効果を図ったものである17）。調査対象者が当

該支援センター利用者であり、当然ながら子育て

中の保護者であることから、児童コーナーの利用

度が高いであろうという仮説のもとに、設問を設

定している。結果は、表5のとおりであった。

　児童コーナーの利用がほとんど（番号1）、ある

いは児童コーナーの利用が主で一般コーナーもた

まに使う（番号2）とする回答の合計、すなわち、

児童コーナーを中心に利用しているとする回答は、

58.1％であった。

　一方、一般コーナーの利用がほとんど（番号3）、

あるいは一般コーナーの利用が主で児童コーナー

はたまに使う程度（番号4）とする回答の合計は、

19.1％にとどまっている。施設の配置関係および

利用者の特性から、近接する児童コーナーの利用

が促進されている明らかな傾向をみて取ることが

できる。

　アンケートは、閲覧等を含む図書館利用全般を

尋ねており、単純に比較はできないが、利用可能

な統計値として貸出数をみる。2017年度における

塩尻市立図書館本館での一般図書の貸出は約26.0

万冊、児童図書の貸出が約16.3万冊18）で、一般図

書の貸し出しが約1.6倍になっている。このこと

からも、アンケート結果が大きく児童コーナーの

利用に偏っていることがわかる。壁を取り除いた

複合化の結果が、利用者数および利用状況に直接

的に現れていると言えよう。

　また一方で、児童コーナーだけを利用している

とする回答者（番号1）を除くと、約7割が一般コー

ナーを利用しているという側面がある。Ⅳ－1で

述べたとおり、支援センター利用者の図書館利用

が、施設の複合化によって一般的な利用率を上回っ

て促進されていることを考えると、図書館の利用

が隣接する児童コーナーだけにとどまらず、図書

館全体へ波及していることに注目しておきたいと

考える。

3．�貸出サービス利用者の利用場所に
関する傾向

　問6において、図書館の利用内容について尋ねた。

結果は、表6に示した。

　図書館利用者136名のうち103名（75.7％）が利用

している貸出サービスの利用者について、設問5

による図書館の利用場所との関係をみる。
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　結果は、表11のとおりとなった。児童コーナー

の利用が多いが、一般コーナーも使うとする回答

（番号2）が最も多く、33名（32.0％）であった。児

童コーナーの利用がほとんどとする回答（番号1）

が26名（25.2％）で、児童コーナーも一般コーナー

も同じように使う（番号5）とする25名（24.3％）が

続く。

　一般コーナーの利用がほとんどである（番号3）

とする回答は11名（8.1％）で、一般コーナーの利

用が多く児童コーナーもたまに使う（番号4）とす

る回答は、11名（10.7％）であった。

　児童コーナーを利用している（番号3を除いた利

用者）のは125名（91.9％）、一般コーナーを利用し

ている（番号1を除いた利用者）のは96名（70.6％）

となる。

　表11における回答者の全体傾向と、表5での全

体傾向について、大きな差異を認めることはでき

ない。複合化によって利用が底上げされ、その利

用は近接する施設（今回は図書館児童コーナー）に

より強く現れるが、極端に集中するのではなく、

図書館利用全体の底上げになっていると言える。

これは、前述したⅣ－2でもみられた傾向である。

4．複合施設の影響

　問7により、図書館が隣接していなかったと仮

定しての図書館利用について尋ねた。回答状況は

表7のとおりであった。

　環境にかかわらず図書館は使うと答えたのは17

名（10.4％）であった。アンケート回答者163名の

約1割にあたる。この17名について、問6をみると

全員が貸出サービスを利用している。1年間に1回

以上の貸出サービスを利用しているのは、住民の

およそ1割とされる19）ことから考えると、近似値

であり、図書館利用が日常化している利用者とし

て捉えうる。

　ここに図書館が無かったら図書館は利用してい

ないとする33名（以下、「グループA」）、または利

用していても今より利用頻度は下がると回答した

82名（以下、「グループB」）の合計115名（84.6％）の

存在は、本調査が目的とする複合施設の図書館に

対する影響を計る観点から意味のある結果といえ

る。

　以下で、両グループに関する他の調査項目をみる。

1）グループAの図書館利用頻度
　グループAについて、問4による図書館の利用

頻度を表12によりみる。

　週に1回以上の利用者が4名（12.1％）、月に1回

以上の利用者が16名（48.5％）、数ヶ月に1回程度

が13名（39.4％）となった。表4における図書館利

用者136名に対する同区分の割合はそれぞれ、

17.6％、47.8％、34.6％である。グループAにとっ

ては、支援センターの利用に伴う施設環境によっ

て偶然得られた図書館利用であるが、その利用頻

度は、利用者層全体の傾向と変わりない状況であ

ることがわかる。図書館利用が日常化していない

場合でも、利用環境が整えば、その利用状況は決

して消極的ではないことは注目に値する。

表11　貸出サービス利用者の図書館利用場所

番号 区分 人数 ％

1 児童コーナーの利用がほ
とんど。 26 25.2

2
児童コーナーの利用が多
いが、一般コーナーもた
まに使う。

33 32.0

3 一般コーナーの利用がほ
とんど。 7 6.8

4
一般コーナーの利用が多
いが、児童コーナーもた
まに使う。

11 10.7

5 児童コーナーも一般コー
ナーも使う。 25 24.3

6 不明 1 1.0

計 103 100.0
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2）グループBの図書館利用頻度
　グループBについて、問4による図書館の利用

頻度を表13によりみる。

　週に1回以上の利用者が17名（20.7％）、月に1回

以上の利用者が40名（48.8％）、数ヶ月に1回程度

が25名（30.5％）となった。グループAに比して、

やや利用頻度が高い。図書館が隣接する環境によっ

て、利用が活発化していると回答しているグルー

プであり、わずかではあるが積極的な利用が行わ

れているという結果となって現れた可能性がある。

さらに調査を必要とするところである。

3）グループAの図書館利用場所
　グループAについて、問5による図書館の利用

場所を表14によりみる。

　児童コーナーの利用がほとんど（番号1）、また

は児童コーナーが主で一般コーナーはたまに使う

程度（番号2）とする回答が合計75.7％となる。問5

で同じ枠の回答者は58.1％である。隣接する施設

である児童コーナーの利用に、より偏在している

状況がみて取れる。図書館利用が日常化していな

かった利用者にとっては、施設の物理的な近さが

利用に繋がる直接的な動機となっていることをみ

て取ることができる。

　一方で、児童コーナーの利用を主とする14名

（42.4％）以外の57.6％の利用者（番号2～5）は、一

般コーナーも利用している。支援センターに隣接

する児童コーナーの存在が図書館利用の動機とな

りつつも、直近の児童コーナーの利用にとどまら

ず、図書館利用が一般コーナーにまで波及してい

ると捉えうる。

　グループAが、生活の中に図書館利用が無かっ

たグループであることを考えると、複合施設とい

う環境下での、一体的な空間による図書館と支援

センターの存在が、新たな図書館の利用を生み出

していることがみて取れる。

4）グループBの図書館利用場所
　グループBについて、同様に問5による図書館

の利用場所を表15によりみる。

　表5と比較すると、各項目全てが近い数値となっ

ている状況をみて取ることができ、表14との違い

が明らかになっている。このことからも、この施

設が無かったら図書館は利用していないとするグ

ループAの利用が、前述したとおり児童コーナー

に大きく向いている傾向をみて取ることができる。

5）グループAの図書館利用内容
　グループAについて、問6の図書館利用内容を

表16にみる。表6の全体傾向と比較すると、閲覧

サービスの利用（番号1）が48.5％で、表6の38.2％

に比して高く、これに対して貸出サービスの利用

（番号2）が60.6％で、表6の75.7％に比して低い状

況がみて取れる。イベント等への参加（番号3）の

36.4％は、表6では38.2％で大きな差異はない。

　図書館児童コーナーが支援センターに壁を隔て

ることなく隣接することで、通常では図書館利用

者となっていなかったグループAに、児童書を

手に取る環境が身近に提供され、利用に繋がって

いる。しかし、貸出サービスについては、支援セ

ンター利用者の平均値からみるとやや消極的なこ

とがみて取れる。

6）グループBの図書館利用内容
　グループBについて、問6の図書館利用内容を

表17にみる。表6による全体傾向と比較すると、

表12　グループAの図書館利用頻度

番号 区分 人数 ％

1 週に1回は利用している 4 12.1

2 月に1回は利用している 16 48.5

3 数ヶ月に1回程度は利用
している 13 39.4

計 33 100.0
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表13　グループBの図書館利用頻度

番号 区分 人数 ％

1 週に1回は利用している 17 20.7

2 月に1回は利用している 40 48.8

3 数ヶ月に1回程度は利用
している 25 30.5

計 82 100.0

表14　グループAの図書館利用場所

番号 区分 人数 ％

1 児童コーナーの利用がほ
とんど。 14 42.4

2
児童コーナーの利用が多
いが、一般コーナーもた
まに使う。

11 33.3

3 一般コーナーの利用がほ
とんど。 2 6.1

4
一般コーナーの利用が多
いが、児童コーナーもた
まに使う。

3 9.1

5 児童コーナーも一般コー
ナーも使う。 3 9.1

計 33 100.0

表15　グループBの図書館利用場所

番号 区分 人数 ％

1 児童コーナーの利用がほ
とんど。 21 25.6

2
児童コーナーの利用が多
いが、一般コーナーもた
まに使う。

24 29.3

3 一般コーナーの利用がほ
とんど。 5 6.1

4
一般コーナーの利用が多
いが、児童コーナーもた
まに使う。

8 9.8

5 児童コーナーも一般コー
ナーも使う。 23 28.0

6 不明 1 1.2

計 82 100.0

表16　グループAの図書館利用内容

番号 区分 人数 ％

1 本、雑誌、CD、DVDな
どを館内で見た。 16 48.5

2 本、雑誌、CD、DVDな
どを借りた。 20 60.6

3
おはなし会や講座など、
図書館のイベントに参加
した。

12 36.4

4 ポスターやチラシを見た
り入手したりした。 6 18.2

5 その他（具体的にどんな
利用でしょうか？） 1 3.0

計 55

表17　グループBの図書館利用内容

番号 区分 人数 ％

1 本、雑誌、CD、DVDな
どを館内で見た。 31 37.8

2 本、雑誌、CD、DVDな
どを借りた。 69 84.1

3
おはなし会や講座など、
図書館のイベントに参加
した。

34 41.5

4 ポスターやチラシを見た
り入手したりした。 22 26.8

5 その他（具体的にどんな
利用でしょうか？） 1 1.2

計 157
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閲覧サービスの利用（番号1）は37.8％で、表6の

38.2％と大きな差異はない。一方で、貸出サービ

スの利用（番号2）が84.1％で、表6の75.7％を上回っ

ている。

7）利用率について
　前述した一般的な市民の図書館利用状況や塩尻

市立図書館の利用登録率からすると、今回の調査

で把握された利用状況は、異常に高い数値と取れ

なくもない。表7における、ここに図書館が無く

ても使っているとする17名（番号3）と、利用頻度

は落ちてもやはり使っているとする82名（番号2）

が、一般的な意味での図書館利用者とすると、ア

ンケート回答者163名の60.7％に達するのである。

　これに関しては、2つの視点をあげておく。

　1点は、調査対象が、子育て中の親とその子ど

もというという点にある。そこには、乳幼児期の

子育てという多様な情報を必要とする親と、その

親が豊かな成長を願って子どもに読書環境を提供

したいという二重の資料要求がある。これに対し

て設けられた図書館児童コーナーと子育て支援セ

ンターという連携が、大きな効果を生んだのでは

ないかという点である。これについては、複合し

ない子育て支援センターの状況との比較研究が求

められる。

　もう1点は、今回の調査が、図書館が隣接する

環境下の支援センターをすでに利用する中で、あ

るいはすでに具体的な図書館サービスを受けてい

る中で回答されたものであるという点である。子

育てのための図書館利用やその周辺情報利用が、

当然のものとして身についてしまっている中での

回答もあるのではないかという仮説である。すな

わち、ここに図書館がなかった場合を仮定する設

問に対して、図書館利用が当然という前提で回答

が行われ、その結果として、その頻度は落ちるで

あろうという回答が導き出されたという可能性で

ある。これについては、より詳細な意識調査が必

要である。

5．�支援センター利用者の図書館への
意識

　図書館を利用している人には問8により、利用

していない人には問10により、図書館への意識を

みることができた。

　前述したとおり、えんぱーくは複合する施設間

を壁で仕切ることを避け、異なる機能（施設）の融

合によるサービスの向上を目指した。しかしその

検討過程においては、静寂を求める図書館の利用

者と、子どもが声を出して遊ぶ支援センターの利

用者双方から、方針への異論や不安が出されてい

た20）。これはどこでも当然想定されるところであ

る。そうした声が、施設の稼動後どうなっている

のかは、本研究の大きな注目点であり、今後の複

合施設運営の在り方を考えるうえで大きなテーマ

となるものである。

　その観点からみて、アンケート結果は、図書館

が隣接していることについて、想像以上に抵抗無

く利用され、また高く評価されていることがわかっ

た。

　ここに図書館が無ければ利用していないとは、

通常生活の中に図書館利用が無い住民であること

を意味する。すでに述べたとおり、住民における

その割合は決して小さくはない。そこに、静かに

本を読むだけではないという運営方針と利用意識

を備えた、新たな図書館利用形態を生み出した意

義は大きい。

6．図書館未利用者の意識

　問10により、図書館を利用していない27名中18

名からの記述回答を得た。

　回答者数は少ないが、これから利用するという

回答者が3割近いほか、好意的な感想や要望が出

されており、初来館者やまだ利用期間が短い利用

者があることも含めると、今後の利用が見込まれ

る層が含まれていると把握しうる。
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　DVD等の資料要望やレファレンスサービス要

望が挙げられているが、図書館を利用していない

がゆえに、図書館サービスについて知らないでい

る状況もあることをうかがわせる。施設問題に関

係なく、未利用者への対応として不断の対応が求

められるところである。

　静かな図書館との共存や、子どもと図書館資料

の扱いについての遠慮や抵抗感も示され、子ども

連れの利用者に対する配慮や対応を検討する必要

があることも示された。

　問8において、図書館を使っている136名の中で

は、1名だけが静かにしなければならない図書館

のイメージへの抵抗感を示した。これに比して、

図書館を利用していない人の中に、図書館の静寂

さのイメージや資料汚破損への心配や遠慮が強い

ことがうかがわれる結果も出ている。

　複合施設における図書館が、どのようなコンセ

プトや方針で運営されるのか、それをどのように

周知し理解を図るのか、図書館運営の課題をみて

取ることができる。

Ⅴ．今後の課題と展開
　本調査では、図書館と子育て支援センターが、

壁で隔てられない同一空間で運営されている複合

施設として「えんぱーく」を選定し、子育て支援

センター利用者の図書館に対する意識調査を行っ

た。この結果、当該施設の複合形態と経営理念が

図書館利用を促進し、利用者からも高い評価を得

ていることをみて取ることができた。

　近年、筆者の知る範囲でも、塩尻市立図書館

本館（えんぱーく）のほか、富山市立こども図書

館（CiC）、新発田市立中央図書館（イクネスしば

た）、荒川区立中央図書館（ゆいの森あらかわ）、

大和市立図書館（文化創造拠点施設シリウス）、大

和市立中央林間図書館（中央林間東急スクエア）、

玉野市立図書館（メルカ）、高知図書館（オーテピ

ア）、須賀川市中央図書館（須賀川市民交流セン

ターtette）など、図書館と他の施設とが、空間共

有を明らかに意識的に行っている複合施設が現れ

てきている注6。図書館の単独施設ではあるが、山

梨県立図書館のように、図書館の中に交流機能を

作り出している例もある。これらの施設では、声

や音への規制を緩めるとともに、静寂を求めるニー

ズに向けた部屋の設置を行っている例もみられる

ようになってきた注7。

　図書館の複合施設化が顕著となり、またそれが

図書館の課題として意識されるようになった1980

年代注8から、図書館と他施設との建築的組み合わ

せパターンについては、多くの検討分析が行われ

ている21）。しかし、空間を共有し合う複雑な空間

構成については、深く論述されていない。

　例示した施設に見られるのは、可視化はもちろ

ん、音や空間を共有し合う施設づくりが行われて

いることである。これらは、持っている機能を相

互に活かし合い、より高度なサービスや空間を生

み出そうという、新しいタイプの試みと考えられる。

　こうした、図書館以外の機能と繋がり新しい図

書館の機能を生み出そうとする流れは、前述した

施設複合化の流れに加えて、『これからの図書館

像』4）や『図書館の設置及び運営上の望ましい基 

準』22）に見られる地域支援やビジネス支援等の図

書館サービスの導入とも絡んで、新しい図書館経

営の方向や図書館サービスの在り方を生み出そう

とする流れとも密接に絡み合ってように思える。

　図書館界においては、まだこうした施設論的な

空間構成に研究は進んでいないが、建築界では先

行研究が出始めている注9。今後、こうした調査研

究をさらに進めつつ、図書館サービスの在り方に

ついて検討していく必要がある。

　また今回の調査は、図書館児童コーナーと子育

て支援センターという、子どもを中心とした公共

事業同士の複合であり、事業目的の親和性により

効果が発揮しやすいのではないか、という側面が

あることはすでに述べた。複合施設の組み合わせ

は多岐にわたる。それらの多様な組み合わせと、
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その施設状況、並びにそこで展開されている事業

等の諸相すべてに着目し、分析を重ねていかなけ

ればならないと考える。
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注
注1	 北部子育て支援センターは、2019年7月、塩尻

市広丘野村地区に所在する塩尻市北部交流セン
ター「えんてらす」内に新築移転。

注2	 塩尻市子育て支援センターへの聞き取り調査に
よる。

注3	 各広域連合の市町村数は、松本広域連合（以下
「広域連合」省略）3市5村（塩尻市を含む）、諏訪
3市2町1村、木曽3町3村、上伊那2市3町3村、大
北1市1町3村。計9市9町15村。

注4	 塩尻市子育て支援センターへの聞き取り調査に
よる。

注5	 塩尻市立図書館への聞き取り調査による。
注6	 （　）内は、当該図書館が所在する複合施設の愛

称等による名称。
注7	 筆者の知る例として、山梨県立図書館、高知図

書館、大崎市図書館、沖縄県立図書館。
注8	 日本図書館協会図書館施設委員会は、1981年、

「併設・複合館の計画をめぐって」をテーマに初
回となる複合施設に関する研修会を開催した。

注9	 平柳伸樹・鰺坂徹・増留麻紀子「図書館の複合
化による音環境が利用者に与える影響について
の研究」『日本建築学会九州支部研究報告』第53
号、日本建築学会九州支部、pp.101-104（2014）、
平柳伸樹・ベンライサミ・鰺坂徹・増留麻紀子「公
共図書館の音環境におけるサウンドスケープ・
デザインの可能性」『日本建築学会九州支部研究
報告』第54号、日本建築学会九州支部、pp.69-
72（2015）、丹羽一将・田中隆一朗・栃井文平・
コンダカル・サブリナ・ラハマン・中井孝幸「図
書館のある複合施設の利用状況からみた図書館
像について 「場」としての図書館計画に関する
研究」『日本建築学会東海支部研究報告書』第53
号、日本建築学会東海支部、pp.417-420（2015）、
武脇卓磨・脇坂圭一「空間構成と場の雰囲気か
らみる複合図書館の性質」『日本建築学会東海
支部研究報告書』第54号、日本建築学会東海支
部、pp.385-388（2016）、桂田啓祐・山田深「図
書館を含む複合施設における〈複合化の主題〉と

〈空間構成〉」『日本建築学会大会学術講演梗概集
（九州）』日本建築学会、pp.175-176（2016）、村
瀬久志・中井孝幸「図書館を含む複合施設にお
ける音環境からみた「場」の選択性と居場所形
成」『日本建築学会大会学術講演梗概集（中国）』
日本建築学会、pp.119-120（2017）、村瀬久志・
金田周平・中井孝幸「図書館を含む複合施設に
おける面積構成と利用者属性からみたついで利
用特性に関する研究」『日本建築学会東海支部
研究報告書』第56号、日本建築学会東海支部、
pp.513-516（2018）、酒井要・大島秀明「設置さ
れた図書館・施設の状況と図書館来館者数に対
する影響 複合施設に設ける図書館整備に関す
る研究 その1」『日本建築学会計画系論文集』第
83巻第752号、pp.1909-1918（2018）．ほか
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【資料1：アンケート原文】

問1　ご回答くださる方についてお尋ねいたします。

性　別　　男　・　女

年　齢　　10代　　20代　　30代　　40代　　50

代　　60代以上

問2　この子育て施設の利用を始めてどのくらい

たちますか？

①3ヶ月以内

②6ヶ月以内

③1年以内

④1年以上

問3　この施設の利用頻度はどのくらいですか？

①1週間に1回以上

②1月に1回以上

③年に数回程度

問4　隣接する図書館は利用されていますか？　

利用とは、本などを借りるほか、館内で本や雑誌、

チラシ等を見る、おはなし会やイベントへ参加す

るなど、図書館に関わることをすべて含みます。

①週に1回は利用している

②月に1回は利用している

③数ヶ月に1回程度は利用している

④まったく利用していない

■①～③をお答えになった方は問5へ、④をお答

えになった方は問10へお進みください。

《問4で①～③と回答された方にお尋ねします。》

問5　この図書館の使用場所は？（子どもさんの利

用も含めてお答えください）

①児童コーナーの利用がほとんど。

②児童コーナーの利用が多いが、一般コーナーも

たまに使う。

③一般コーナーの利用がほとんど。

④一般コーナーの利用が多いが、児童コーナーも

たまに使う。

⑤児童コーナーも一般コーナーも使う。

問6　どのような図書館の利用をしていますか？

（複数回答）

①本、雑誌、CD、DVDなどを館内で見た。

②本、雑誌、CD、DVDなどを借りた。

③おはなし会や講座など、図書館のイベントに参

加した。

④ポスターやチラシを見たり入手したりした。

⑤その他（具体的にどんな利用でしょうか？）

問7　ここに図書館が隣接していなかったら、ど

うしたと思いますか？

①図書館は利用していないと思う。

②他の図書館を利用していると思うが、利用頻度

は今より低いと思う。

③他の図書館を同じように使っていると思う。

問8　図書館が隣接していることについてお考え

をお聞かせください。

①静かにしなければならないと思い、抵抗感がある。

②最初戸惑ったが、今は良いことだと思っている。

③子どもにとって良い配置の施設だと思っている。

※この問いについて何かお考えや感想などありま

したらお書きください。

問9　隣接する図書館に期待することや要望があ

りましたら、ご自由にご記入ください。

《問4で④と答えた方にお尋ねします。》

問10　図書館にどのようなものがあればご利用し

ますか？　どのようなことでも結構ですので、ご

自由にご記入ください。

【資料2：問8自由記述】

・遊べるし、本にもふれあえるとてもありがたい

場所です。

・人がたくさん集まり、情報も多く、いいと思い

ます。

・子どもを支援センターで遊ばせた帰りに本を借

りて帰れるので良いです。

・たくさんの本を読めるのでいつも利用させてい

ただいております。お気に入りが見つかりました。

・今は子どもが小さいため児童書はまだあまり借

りないけど、これからたくさん利用して本を読

ませてあげたい。

・一度に、支援センターと図書館を利用できるか
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ら、とても利用しやすい。別々になっていても

利用すると思うが、一つの場所でまとまってい

ると移動時間などかからず便利。

・本にアクセスしやすいのでよいと思う。

・子どもの本もたくさんあっていいと思う。

・遊びと絵本が一緒の空間にあるおかげで、娘2

人は絵本が大好きです。

・とても便利でいいと思う。大人の本の所とは離

れているので、そこまで気にしなくても平気。

遊んだ帰りに本を借りられるので、本を読んで

くれるようになった。

・すごく使いやすくてよいと思います。

・大人も本を借りて読む習慣が付くので良いと思

う。

・最初から抵抗なく利用できました。子どもを連

れていますが、最低限のマナーさえ守ればとて

も使いやすいと思います。

・図書館が隣接しているので、子育て中の親にとっ

てついでに利用できて大変助かっています。

・隣にあるのでとても利用しやすいです。

・子どもが支援センターで遊んでいる間に親が借

りたい本を選べるような仕組みがあるととても

うれしい。

・小さい子どもと幼稚園の子が居るので、みんな

で利用できてうれしいです。

・子どもが遊んだ帰りに本を借りることが習慣に

なって、毎日絵本を読むことがあたりまえになっ

ていて、とても良いと思う。

・子どもと夫で支援センターを利用させていただ

き、私は図書館で子どもの本や私の本を見させ

てもらいとても助かっています。

・図書館と支援センターは一緒にあると子どもも

大人もどっちも利用しやすいと思うので、そう

いう場所が増えるといいなと思っています。

・便利だと思う。

・絵本など借りやすくて助かっている。

・子どもが遊びに来るついでに本に触れる機会も

あり、とても良いと思います。

・子どもの身近な場所に図書館があることで、図

書館利用のハードルがグッと下がると思います。

生涯学習の拠点であるので、成長の中でとても

大切な環境だと思います。

・たくさんの本を見ることができて良いと思う。

・児童施設は実家に帰省の際に利用させていただ

いてますが、駅からも近いので子どもと二人で

来ることもできるし、祖父に連れてきてもらっ

てもそれぞれで過ごせるのでとてもありがたい

です。

・家が自由に動き回れる広さではないため、この

ような施設があると子どもも楽しめるからあり

がたいです。

・すぐに本が読める環境なので私にとってうれし

いし、子どもにも良い。

・図書館と隣接していることにより、おはなし会

などのイベントがあり楽しく利用させていただ

いてます。

・雨や暑いときでも一緒に2ヶ所行けるのであり

がたいです。

・遊んだ後に、借りて帰れる。

・子どもを連れてあちこち移動するのは大変なの

で、隣接しているとありがたい。子ども用やマ

マ向けの本を借りるハードルが低くなった。

・子どもが本に親しむきっかけにできたのでとて

もよかったです。自分の読書の習慣も、出産後

に復活しやすかったので、気分転換のためによ

かったです。

・支援センターがあるおかげで、利用者の皆さん

が子どもに優しくて助かってます。

・子どもがもう少し大きくなったら、もっとたく

さん一緒に利用したいと思います。（※）

・とてもよい配置だと思うのですが、子どもが本

をやぶいたりなめたりしてしまうので、今は借

りづらい。もう少し大きくなったらたくさん利

用したいです。（※）

・ただ、子どものいない利用者さんは子どもの声

にどう思っているのか、うるさくないか不安は
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あります。（※）

【資料3：問9自由記述】

・市民でなくても気軽に利用できて、オープンな

ところがとてもよい。（1）

・館内がとても明るく、来るだけで開放的な気持

ちになります。また、皆さん親切な対応・笑顔

で挨拶してくださるのでうれしいです。今後と

もよろしくお願いいたします。（1）

・朝から夜まで開いてくださっていてありがたい

です。これからも続けていってほしいです。本

ももっともっと増えるとうれしいです。（1）

・今のサービスに満足している。さびれないよう

に維持していただきたい。（1）

・たくさんの本があるので、本を選ぶ楽しみがあ

ります。また、イベントもあるので楽しいです。

静かにも大切ですがね。（1）

・年齢に合ったお勧めの本があれば借りやすいの

で、プロの選んだ本を読み聞かせしたい。（1）

・支援センターを利用するだけの日でも、図書館

のスタッフさんに声をかけていただきありがと

うございます。（1）

・子どもの絵本をいつも借りています。子どもも

いつも楽しく見ています。（1）

・育児の本や絵本がセンターの真横で借りれてと

てもいいです。イベント（読み聞かせ）等もやっ

てくれてサイコーです。（1）

・とてもきれいだし、居るだけで楽しいです。最高。

・県外の司書の友人たちも注目しています。私も

隣市在住ですが、県内外をリードする存在であっ

てほしいと期待しています。（1）

・とても木のにおいがして、気持ちが良いです。

このままで満足です。（1）

・図書館が隣接されていて便利です。（1）

・今の方針で継続していただければいいです。（1）

・子どものころから本を読む子にしたいので助か

ります。（1）

・絵本の表紙とかでバッグを作ったり、何か作れ

るとうれしい。今やってるウォーリーをさがす

のも楽しい。（2）

・たくさんイベントやってほしい。（2）

・イベントを楽しみに参加させていただいてます。

大変かもしれませんが、より多くのイベントが

あるとうれしいです。（2）

・子供向けの本に関するイベントが今後もあった

ら参加したいです。（2）

・人形劇などあるとありがたいです。（2）

・また、ツペラツペラのイベントをやってほしい。

（2）

・新書のコーナーを一つにまとめてあると探しや

すい。（3）

・いろいろな音楽のCDを置いてほしいです。（3）

・最新のDVDとかがあれば利用したい。（3）

・IT系の本を増やしてほしい。（3）

・本とふれあうことを期待します。（3）

・図書館で借りる本と支援センター内で見れる本

が一緒になっているといいなと思います。支援

センターを出るときに貸出していく感じ。（3）

・幼児コーナーがあるので、小さな子のさわぐこ

とがあっても長い目でみてほしい。（4）

・子どもが声を出して遊べるフリースペースがあっ

たらうれしいです。（4）

・一般コーナーの方にも子どもが遊べるコーナー

があると大人の本を選びやすいかも？（4）

・少しの間子どもを預かっていてくれると、ゆっ

くり本を選べて気分転換になると思う。（4）

・テーブルが埋まっていることが多いので、数を

増やしたり、時間制にするなどの改善を希望（4）

・臨時休館が多い。（4）

・県外の人でも図書利用カードが作れたらうれし

いです。（4）

【資料4問10記述】

・これから利用する。（1）

・今後、利用したいと思います。（1）

・まだ1回も利用したことも図書館の本を見たこ
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とも無いので、今度利用しようと思います。（1）

・本日カードを作ったばかりだから今後料理の本

を借りようと思う。（1）

・先日引っ越してきたため、塩尻のことをよく分

かっていません。小さいころは図書館大好きっ

子だったので、娘にも好きになってもらいたい

ので、これからはたくさん通うと思います。

・きちんと図書館を見たことがないのですが、

DVDとかマンガがあったら借りてみたいです。

（1・2）

・育児書や離乳食の本などお借りしたいです。（1・

2）

・今までは何でも口に入れたり、ぐしゃぐしゃに

してしまいそうで利用していなかったのですが、

子どもが大きくなったのでこれから利用したい

と思います。（1・5）

・読みたい本はたくさんあるので、今のままでも

利用したいです。落ち着いたら利用させていた

だきたいです。（1・5）

・音の出る仕掛け絵本（2）

・雑誌（2）

・自習室のようなものがあればありがたいです。（2）

・子どもと一緒に本をゆったり読める場所。館内

では静かにしていないといけないので、子ども

や赤ちゃんを連れて入りづらい。（2・5）

・自分の興味に合った本を紹介してくれるサービ

ス。自分では選ばない本でも、紹介してもらう

ことで出会えることも楽しいと思う。（3）

・お勧めの絵本を紹介してくれる方が居たらうれ

しいです。（3）

・初めてきたので、今の図書館とてもよさそうだ

なと思いました。（4）

・市外に引っ越してしまったのですいません。楽

しそうで塩尻市うらやましいです。（4）

・子どもが一緒だとなかなか一緒に選んだりが難

しく自分も自由に見られないと思う。（5）


